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９月定例会

令和２年度各会計決算を認定

提出された全議案可決

●会期　８月２３日～９月１０日(１９日間)

９月定例会議案採決（議案第１１号）

今回は

報告　　　　　４件

市長提出議案　１８件

議員提出議案　２件

※賛成＝○、反対＝●　工藤剛議長は採決に加わりません

令和３年第３回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　

　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １0 １１ １2 １3 １4 １5 １6 １7 １８ １9 20

議決結果

関　
　

治
人
（
八　

起　

会
）

羽
沢　

寿
隆
（
八　

起　

会
）

工
藤　

多
弘
（
松　

西　

会
）

勝
又　

安
正
（
八　

起　

会
）

北
口　
　

功
（
無　

会　

派
）

工
藤　

隆
一
（
八　

起　

会
）

田
村　

善
男
（
八　

起　

会
）

井
上　

辰
男
（
八　

起　

会
）

立
花　

安
文
（
八　

起　

会
）

渡
辺　

義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　

直
道
（
無　

会　

派
）

古
川　

津
好
（
松　

西　

会
）

田
村　
　

孝
（
八　

起　

会
）

髙
橋　

悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤　
　

博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

関　

善
次
郎
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

髙
橋　

光
幸
（
無　

会　

派
）

米
田　

定
男
（
日
本
共
産
党
）

小
野
寺
昭
一
（
八　

起　

会
）

工
藤　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案

第１１号

令和２年度八幡平

市一般会計歳入歳

出決算認定につい

て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ － 原案認定

討
論(

一
般
会
計
・
９
月
１０
日
本
会
議)

【
賛
成
討
論
】　

羽
沢
寿
隆
議
員(

八
起
会)

　

令
和
２
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
約
２
４
２
億

１
千
万
円
、
歳
出
総
額
は
約
２
３
５
億
２
千
万
円
、
差
し

引
き
約
６
億
９
千
万
円
で
あ
る
。
実
質
収
支
額
は
約
６
億

１
４
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
市
債
残
高
は
１
７
３
億

円
に
な
り
、
昨
年
度
よ
り
５
億
円
減
少
し
た
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
収
入
が
伸
び
悩
む

中
、
実
質
収
支
比
率
を
微
増
さ
せ
、
市
債
残
高
を
減
ら
し
、

自
主
財
源
比
率
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
は
大

い
に
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
大
更
駅
前
開
発

は
市
の
活
性
化
、
商
業
振
興
の
た
め
、
当
初
の
計
画
ど
お

り
粛
々
と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
問
題
は
、
い
つ
終
わ
る

と
も
知
れ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
下
の
中
で

の
財
政
運
営
を
当
局
・
議
会
・
市
民
が
一
体
と
な
り
、「
選

択
と
集
中
」
の
考
え
の
も
と
に
歳
出
の
抑
制
を
図
り
、
次

世
代
に
大
き
な
負
担
を
課
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
よ
り
一

層
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
議
員
各
位

に
お
か
れ
て
は
、
安
易
に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な
く

賢
明
な
判
断
と
前
向
き
な
ご
賛
同
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
ま
だ
ま
だ
続
く
で
あ
ろ
う
こ
の
難
局
に
議
員
各
位
の

よ
り
一
層
の
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
お
願
い
し
て
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
決
算
の
賛
成
討
論
と
す
る
。

【
反
対
討
論
】　

米
田
定
男
議
員(

日
本
共
産
党)

　

反
対
の
大
き
な
理
由
は
図
書
館
建
設
計
画
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
建
設
の
是
非
の
判
断
の
指
針
は
、
図

書
館
法
で
あ
り
、
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
あ
る
。

図
書
館
法
第
２
条
で
は
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
図
書
館

と
は
図
書
、
記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理

し
、
保
存
し
て
、
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、

調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
施
設
」
と
し
て
い
る
。
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど

と
い
う
目
的
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
基
本
方
針
の
第
１
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
「
既
存
公
共
施
設
等
の
有
効
活
用
」
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
図
書
館
建
設
の
必
要
性
は
皆
無
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
最
大
の
問
題
は
巨
額
の
事
業

費
で
あ
る
。
既
に
投
下
さ
れ
た
資
金
は
約
4１
億
円
で
あ
り
、

図
書
館
建
設
で
60
億
円
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。
図
書
館

建
設
を
含
め
て
大
更
駅
前
開
発
事
業
が
財
政
運
営
上
に
お

い
て
実
質
的
に
聖
域
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
市
長
の
施
政
方
針
は
「
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
多

額
の
需
要
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
、
効
率
的
な
配
分
」

を
強
調
し
た
が
、
駅
前
開
発
事
業
は
こ
れ
と
真
逆
で
あ
る
。

政
治
の
最
優
先
の
課
題
は
、
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
財
政
も
そ
こ
に
こ
そ
最
優
先
で
投
入
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
し
て
や
現
在
、
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
最
大
の
社
会

問
題
は
貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
あ
る
。
駅
前
開
発
最
優
先

は
逆
立
ち
し
た
政
治
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

９月定例会を彩った安代りんどう

【
議
案
第
６

号
】　

令
和
３
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

２
億
４
５
６
７
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

億
４
５
６

６
万
６
千
円
を
増
額
し
、
累
計
２
０
１

億
４
８
６
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
予
約
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
料

　

１
０
１
６
万
４
千
円

▼
矢
神
飛
躍
台
水
源
調
査
業
務
委
託
料

　

１
０
５
２
万
７
千
円

飛
躍
台
の
維
持
管
理
に
は
、
水

の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特

に
水
量
を
十
分
に
確
保
で
き
る

か
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
現
在

の
見
通
し
は
。

水
量
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に

水
源
調
査
を
実
施
し
、
来
年
度

は
水
量
に
合
わ
せ
た
能
力
の
ポ

ン
プ
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
、
県
が
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
を
発
令
し
た
。
コ
ミ
セ
ン

の
使
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

く
の
か
伺
う
。

ＱＡＱ

基
本
的
に
は
、
事
前
に
参
加
さ

れ
る
方
々
の
名
簿
作
成
が
可
能

な
場
合
に
限
っ
て
使
用
で
き
る

よ
う
に
対
応
す
る
。

学
校
の
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
人
、
し
な
い
人
で
差
別

が
生
じ
る
の
は
良
く
な
い
。
今

の
段
階
で
改
め
て
ど
う
い
う
方

向
性
な
の
か
伺
う
。

接
種
で
差
別
が
起
き
る
こ
と
は

当
然
許
さ
れ
な
い
。
対
応
と
し

て
は
、
学
校
で
の
集
団
接
種
は

行
わ
な
い
。
市
の
集
団
接
種
で

誰
が
接
種
し
た
の
か
、
し
て
な

い
の
か
を
分
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
学
校
ご
と
で
は

な
く
、
市
内
の
子
ど
も
の
名
前

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
接
種
に
よ
る
差
別
は

生
じ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ ＡＡ


